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鵜野森中学校区 ～横の連携の取組～ 
大野小学校・鹿島台小学校・鵜野森中学校 

１１月２９日（水）に、鵜野森中学校区で推進している横の連携の研究実践報告会が大野小学校で行われました。

令和２年度から今年度までの４年間の研究の取組が報告されました。「めざす１５歳の子ども像」に向けた、地域と

連携した中学校区での取組について一部ご紹介いたします。 

実態把握 ３校合同アンケート実施・分析 

研究主題 

「広い視野を持ち、社会を生き抜く力と未来を切り拓く力を育む教育活動」 
「めざす１５歳の子ども像」の育成 

～地域（人とのつながりを大切にする子）・将来の夢（将来に向かって頑張る子）・主体性（自分で考え、挑戦する子）～ 

鵜野森中学校区では、コミュニティ・スクールを導入しています。

委員の皆様と一緒に作った「めざす１５歳の子どもの姿」を共有

し、さまざまな地域の教育力を生かした取組を行っています。 

鵜野森中学校区の３校が合同で、自己肯定感についての６つの感に関する

アンケートを実施しています。 

１．自尊感情 ２．自己受容感 ３．自己効力感 ４．自己信頼感 ５．自己決定

感 ６．自己有用感の６つに分類し、自己肯定感を高めるための職員研修を行

い、日々の教育活動に生かしています。 

中学校区のめざす子ども像を家庭・地域と共有し、連携した取組を進めることで、学んだことが実生活や実社

会とつながり、児童・生徒の自己肯定感が高まります。ぜひ参考にしてください。 

合同アンケートの実施 

取組① 地域の学校、コミュニティ・スクールを活かした取組 

めざす１５歳の子どもの姿  

① 地域「人とつながり、感謝できる子」 

② 将来の夢「将来に向かってがんばる子」 

③ 主体性「自分で考え、失敗を恐れず、挑戦する子」 

取組② PTA、地域、関係機関と連携した取組 

大野小学校：地域や地域の企業「BOOKOFF」と連携した学習 

鹿島台小学校：地域の方の有志で結成、「かしまる応援団」 

鵜野森中学校：地域の教育力を活用した「共学体験」 
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めざす 15 歳の子ども像ポスター 

Point！ 

共学体験の実施 

かしまる応援団の取組 


